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門
教
育
長
級
凶
こ
の
た
び
、
新
し
い

教
育
の
路
線
害
各
学
殺
に
掲
示
し
た

ね
ら
い
寄
り
と
く
ち
に
震
え
ば
、
戦

こ
の
新
指
導
方
針
に
よ
っ
て
、
市
立
各
一
本
例
が
な
い
と
さ
れ
、
教
育
騎
係
者
の
一
校
款
を
斉
唱
す
る
よ
う
に
す
る
。
祝
一
る
。
一
後
失
な
わ
れ
た
教
育
の
権
威
号
再
び

章
一
ニ
月
末
書
標
に
具
体
僚
を
畳
間
一
位
奪
呼
ん
で
い
ま
す
n

神
奈
川
一
是
は
襲
撃
を
行
な
い
、
始
業
一
(
尽
き
で
い
体
力
、
と
く
に
持
一
警
の
揚
握
手
選
に
あ
る
と

葱
読
の
は
じ
ま
る
殴
汚
か
ら
、
い
っ
一
照
教
育
議
員
会
も
こ
れ
巻
議
く
み
機
勝
一
式
、
終
盤
加
式
、
事
業
式
な
苫
の
儀
式
一
久
力
、
燃
霊
力
、
敏
し
ょ
ヨ
性
な
ど
の
一
い
喜
」

εが
で
き
也
。

せ
い
に
実
施
に
は
い
れ
る
よ
当
信
下
研
一
紙
な
ど
点
在
湿
じ
て
県
下
に
紹
介
す
る

ε一
宇
厳
粛
に
行
な
5
0

一
餐
成
に
つ
丘
め
る
。
一
戦
前
の
わ
が
留
の
教
育
に
は
、
郵

究
中
で
す
。
新
指
導
方
針
で
は
、
量
一
い
わ
れ
ま
す
。
一
(
一
一
)
集
団
に
字
書
臼
の
義
務
と
一
霊
的
な
自
襲
撃
毎
日
行
な
わ
蓄
や
教
育
蓄
を
は
じ
め
、
白
木

に
対
す
る
敬
愛
心
憂
濁
?
公
共
心
一
「
襲
警
護
量
点
」
一
費
雪
雲
警
吾
、
霊
的
な
塁
一
せ
る
ほ
か
、
重
体
擦
を
と
D
入
れ
一
留
の
箇
体
の
撃
で
あ
る

εそ

を
た
か
め
る
主
主
ぃ
、
児
童
生
徒
に
一
円
方
針
凶
器
の
量
や
青
少
年
の
非
一
尊
重
す
る
。
一
翼
小
学
校
箆
の
合
同
競
技
(
小
学
一
民
族
精
神
だ
と
か
、
伝
統
的
な
霊

は
規
き
め
る
生
活
援
苧
隷
轄
と
霊
山
一
行
化
、
さ
ら
に
、
自
己
抑
制
の
乏
し
さ
一
第
一
聞
の
一
員
と
し
て
金
所
属
感
を
た
一
校
ス
ポ
ー
ツ
祭
〉
な
ど
を
行
な
っ
て
一
と
か
、
聡
史
上
の
人
物
と
か
、
そ
の

の
自
覚
・
習
と
生
穏
健
条
占
喜
一
郷
土
合
理
対
す
る
関
心
の
与
さ
一
窓
、
警
言
在
、
生
活
裏
一
い
く
。
徒
歩
通
学
・
霊
会
・
歩
く
一
位
数
多
く
の
教
育
の
支
え
と
な
あ
授

な
ど
を
、
主
教
師
自
身
に
は
教
育
者
一
事
、
多
く
の
間
警
生
ひ
た
戦
後
一
一
一
宇
与
え
る
。
芸
書
、
蓄
に
お
一
こ
と
宇
一
と
D
一
入
れ
た
霊
草
案
一
世
警
の
場
に
あ
っ
て
、
そ
れ
票

と
し
て
宮
警
暴
巻
求
め
る

εし
ず
昧
の
警
守
反
省
し
、
皇
の
歴
史
一
け
る
善
行
動
員
事
徹
底
し
、
一
行
革
訪
す
る
な
ど
務
く
運
動
喜
一
絶
対
的
事
胃
的
権
威
と
し
て
塁

た
ほ
か
、
た
く
ま
し
い
体
力
づ
く

2
一
と
伝
統
苧
重
ん
ず
る
よ
ぎ
塁
人
の
育
一
道
徳
指
導
計
煎
の
な
か
で
公
共
心
得
一
化
し
健
康
震
の
語
、
ス
ポ
ー
ツ
の
蓄
を
支
え
て
い
だ
そ
の
語

学
校
家
庭
腐
の
喜
重
視
す
る
と
し
警
め
ざ
し
た
警
の
推
進
宇
は
か
る
一
愛
顕
在
強
調
す
る
り
ま
た
、
少
年
一
千
ス
ト
君
臨
苦
言3
考
え
る
。
一
は
世
界
の
箇
々
か
ら
大
変
5
ら
や
ま

て
、
重
点
的
に
次
の
量
闘
を
あ
げ
て
一
(
…
)
震
や
震
に
対
す
る
撃
の
一
赤
十
字

(
3
R
C了
ポ

i
イ
ス
カ
一
(
五
)
学
校
長
践
と
量
警
警
一
れ
た
が
、
今
で
は
豪
華
に
よ
っ

い

ま

す

。

自

の

指

導

方

柱

、

ま

っ

一

精

神

主

か

め

る

。

一

ウ

?

ガ

ー

ル

ス

カ

ウ

ト

な

ど

の

精

一

に

す

る

。

一

て

跡

か

た

も

な

く

長

さ

れ

、

震

た
く
市
警
委
員
会
恕
思
議
に
よ
一
例
事
は
じ
め
、
学
校
行
事
な
ど
に
一
理
主
入
れ
る
。
一
差
別
グ
ル
ー
プ
の
編
成
な
ど
喜
一
ゃ
「
君
が
代
」
が
よ
ヨ
ゃ
く
命
撃

る
も
の
で
、
抽
出
方
教
育
委
員
会
が
こ
の
一
望
し
て
、
つ
と
め
て
震
や
章
一
(
一
一
一
)
教
器
、
教
育
者
と
し
て
富
一
究
し
、
社
会
教
育
と
の
連
警
は
か
一
保
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ね
ら
い

き
な
決
定
受
廿
な
っ
た
の
は
警
に
一
に
廃
す
る
機
会
寄
与
え
、
喜
代
、
一
党
に
だ
っ
て
、
重
量
事
は
か
え
る
ロ
一
の
ひ
と
つ
は
こ
ヨ
い
5
一
霊
的
な
権

一
説
者
ど
の
よ
5
に
学
校
教
育
の
携
に

一
取
D
入
れ
る
か
と
い
5
こ
と
だ
。

一

も

5
ひ
と
つ
の
ね
ら
い
は
、
何
と

山
中
一
い
っ
て
も
教
師
則
自
身
の
一
教
育
的
権
滅

的

一

で

あ

る
σ

難
か
ら
~
喜
醐
制
さ
れ
る
入

揃
一
裕
の
保
持
者
で
あ
る
と
共
に
、
厳
正

樹
一
な
指
導
力
安
持
つ
こ
と
が
教
師
の
権

-
j

一
威
と
し
て
額
わ
れ
る
。

七
f

}

一
ま
た
、
児
窓
生
徒
の

υと
h
J
、

υ

崎
一
市
一
と
り
が
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
よ
5

H
蜘
一
な
雲
を
持
ち
、
希
望
と
警
と
を

と

2
一
以
っ
て
誘
惑
に
打
ち
跨
っ
て
ゆ
く
儀

任
第
一

費
点
一
聖
心
室
ヨ
こ
と
が
必
密
で
あ
り

と
獲
一
児
童
生
徒
の
件
カ
を
鍛
え
、
関
習
欠

一

Z
一
菱
総
え
得
議
事
育
成
し
た
い

る
箱
一
非
行
化
を
妨
ぐ
た
め
に
家
庭
と
学

知
一
校
と
の
連
絡
を
ivと
り
残
ら
ず
緊
密

に
白
一
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

D
、
替
の

一
一
盟
主
人
組
」
の
襲
撃
に
な
号

、
抽
出
一
て
、
学
年
ご
と
の
小
グ
ル
l
プ
の
編

劃
制
一
成
も
工
夫
し
た
い
。

間
見
性
一
具
体
的
な
実
施
組
問
口
は
各
学
校
に

一
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
工
夫
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
教
脅
迫
田
員
会
(
委
員
長
水
越
正
民
)
は
、
一
月
十
一
一
宮
町
定
例
議
員
会
で
、
知
育
備
議
の
教
育
を
反

省
し
青
少
年
の
人
向
性
と
人
栴
形
成
に
」
り
露
点
壱
お
く
「
四
十
一
年
度
苧
校
教
青
指
開
制
的
重
点
」
ぞ
き

め
、
即
日
校
長
会
を
ひ
回
い
て
会
袋
、
時
間
附
に
教
脅
長
逝
還
を
も
っ
て
と
れ
ぞ
掲
示
し
ま
し
た
o
続
発
し

た
青
少
年
の
凶
綴
犯
鍔
に
対
し
て
旅
行
佑
以
前
の
根
本
的
な
教
育
的
任
り
方
に
メ
ス
堂
入
れ
た
結
果
、
か

ね
て
か
ら
数
寄
護
員
会
が
持
総
と
し
て
い
た
人
柄
数
聞
論
を
前
原
に
吋
さ
出
し
た
も
の
で
、
戦
後
二
十
年

の
教
湾
と
つ
め
弘
み
会
銭
的
欠
か
ん
を
皮
省
し
、
平
塚
向
に
お
け
る
学
校
教
聞
を
よ
り
茸
来
的
資
に
も
ど

平
「
と
し
た
ポ
が
注
局
さ
れ
ま
す
ο

児
童
生
徒
の
人
格
陶
治
に
意
点
を
お
き

教
荷
の
一
正
常
化
を
ほ
か
る
。

教
師
と
し
て
の
態
度
や
、
教
官
同
に
対

す
る
鮪
議
に
つ
い
て
湾
検
討
し
、
学

習
指
導
に
お
け
る
教
師
の
主
体
的
な

指
導
態
度
壱
た
か
め
る
。
数
割
の
総

選
と
議
本
的
な
お
さ
え
の
研
究
・
学

カ
テ
ス
ト
の
内
容
分
析
に
よ
る
治
療

指
導
・
学
級
内
に
お
け
る
協
力
学
脅

φ
ζ
h
y入
れ
・
能
力
別
指
導

φ
と
り

入
れ
な
ど
会
通
じ
て
日
常
の
援
業
ぞ

克
実
し
、
稽
勤
授
業
廃
止
へ
努
力
す

権
威
を
再
び

教
育
の
場
に

加賀E量教官華奈

ベ

i
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劉
組
合
長
に
は
額
回
俊
太
郎
氏
(
六
五
一
だ
い
」
会
方
針
雪
量
伝
え
ら
れ
一
童
話
の
霊
・
豊
富
島
合
一
青
年
一
回
が
一
一
一
間
一

前
金
田
農
協
長
)
と
角
田
鎮
雄
氏
(
五
一
ま
す
。
運
営
閣
で
は
、
従
来
の
単
位
箆
一
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
E

信

用

一

一

子
市
議
・
前
金
間
接
協
長
)
、
専
務
理
す
か
ら
了
一
石
あ
て
霊
所
に
引
ぎ
一
事
業
の
体
質
改
善
・
よ
り
広
墳
な
将
来
一
明
シ
ヨ

i
主

催

一

事
ま
す
邦
正
治
氏
(
五
一
一
了
県
農
協
中
一
上
げ
、
大
部
分
の
職
員
は
支
所
に
筏
し
一
計
爾
の
樹
立
な
ど
新
際
協
の
前
途
に
は
一
唱
塚
市
腎
草
間
協
議
会
主
綴
で
、
出
向

央
会
監
事
・
前
間
続
農
協
長
)
、
総
務
町
田
一
て
支
所
中
心
主
義
を

εb、
組
合
員
と
一
数
多
く
の
利
益
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
一
少
年
非
行
妨
止
対
策
担
付
金
の
た
め
の
、

当
常
識
に
小
清
水
憧
氏
(
四
一
一
了
前
土
一
の
取
D
引
#
関
係
は
、
特
別
の
痴
を
徐
一
新
農
協
は
組
合
員
に
対
し
て
、
「
頚
慣
一
一
一
一
回
弱
と
い
し
だ
あ
ゆ
み
シ
デ
ー
が
ひ

沢
農
協
同
世
〉
、
金
融
抵
当
常
務
に
加
藤
一
い
で
す
べ
て
支
所
で
行
な
わ
れ
る
の
で
や
事
業
方
式
の
異
な
っ
た
地
域
の
震
協
一
ら
か
れ
ま
す
o
窃
官
月
十
日
午
前
十
持
と

千
氏
(
五
五
・
前
態
的
問
回
議
長
)
、
経
済
一
合
併
後
の
不
便
は
な
い
と
い
わ
れ
、
新
一
が
こ
こ
に
い
っ
し
ょ
に
な
っ
で
、
と
れ
一
午
後
一
一
-
将
か
ら
の
一
一
回
開
閉
鎖
で
、
ス
場

お
よ
び
営
農
担
当
常
務
に
磯
村
道
雄
民
一
援
協
H
M踏
襲
な
す
べ
り
出
し
を
み
せ
ま
一
か
ら
の
仕
事
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
る
た
一
軒
五
百
円
U

(
四
九
・
郡
城
島
農
協
長
)
、
常
任
監
一
し
た
。
め
に
は
、
組
合
員
相
苦
議
員
の
理
一
門
出
演
者
〕
一
一
回
明
守
主
l
)

事
に
柳
川
力
氏
(
五
九
・
前
金
田
農
協
一
合
併
に
よ
っ
て
業
種
別
事
曜
効
の
専
一
解
と
努
力
と
協
力
が
必
要
で
あ
あ
一
」
と
一
い
し
だ
あ
ゆ
み
(
ピ
ク
タ
i
)
、
小
宮

代
表
監
事
)
ら
が
就
任
し
ま
し
た
。
一
門
的
な
運
営
・
営
問
国
指
導
体
制
の
強
化
一
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
恵
子
(
キ
ン
グ
)
、
伊
藤
ア
イ
子
ら
。
一

食
箇
・
管
援
を
廼
当
す
る
管
理
露
宴

に
は
娯
農
協
中
央

A

強
か
ら
山
回
向
し
た
杉

原
良
氏
(
四
0
・
前
臨
鴎
協
中
央
会
総
務

部
長
)
J
問
、
各
部
長
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
常
務
が
、
ま
た
各
支
午
前
授
は
前
組

合
授
が
兼
務
の
か
た
ち
で
担
当
し
ま
し

た。

一
十
二
億
円
と
い
わ
れ
、
一
(
販
先
係
・
購
関
係
・
運
輸
係
・
利
用
一
新
農
協
は
、
「
定
款
に
も
明
示
さ
れ

(ω
年
ワ
一
月
舘
日
現
在
)
一
加
工
一
時
)
、
営
祭
出
(
営
農
係
)
の
一
一
た
よ
う
に
鐙
民
の
強
固
な
意
芯
と
鼠
結

あ
た
ら
し
い
機
構
は
、
憲
一
事
会
の
も
一
室
岡
…
節
制
、
支
所
は
圃
冨
田
・
金
問
・
域
一
を
基
盤
と
し
て
、
臨
時
日
民
の
社
会
的
@
綴

に
組
合
同
畏
・
劉
翌
日
投
・
専
務
・
部
一
島

-W崎
・
土
沢
-

A
明
白
・
旭
の
七
支
一
済
的
地
位
の
安
定
向
上
串
r
c
f
H
T」
と

戸
」
乏
の
関
当
常
務
を
お
き
、
そ
の
下
一
所
が
お
か
れ
ま
し
た
。
一
い
わ
れ
、
「
合
併
初
年
度
で
有
線
袋
詰

寄
黍
聞
と
支
一
事
設
け
て
あ
呉
一
新
発
足
を
に
な
う
初
代
の
役
員
人
事
一
電
話
の
相
互
援
腕
宣
投
完
成
ぞ
包
標

耐
の
機
構
は
富
筆
(
会
関
係
・
管
一
は
、
前
単
位
農
協
の
組
A
長
脅
…
充
当
す
一
に
施
工
ナ
る
ほ
か
、
現
跨
の
呂
ま
ぐ
る

悌
)
、
総
務
部
(
庶
務
係
・
霊
長
る
か
た
ち
で
行
な
わ
れ
、
新
組
合
乏
し
く
変
容
す
る
喜
怒
定
対
処
し
て

牒
係
)
、
金
数
部
(
資
金
保
・
貯
金
一
は
加
藤
一
郎
氏
(
五
一
一
一
・
神
奈
川
県
由
民
一
農
業
の
基
盤
を
硲
立
ゆ
す
る
た
め
に
、
農

@
貸
付
係
・
共
済
係
)
、
経
済
部
一
問
問
中
央
会
専
務
理
事
・
前
旭
幾
協
長
)
一
協
の
営
農
指
揮
体
制
点
ど
早
期
日
九
階
注
し

自

ま
ず
瞥
曲
親
指
導
的
強

市
内
豊
田
・
減
島
@
問
崎
・
士
沢
・
金
目
@
旭
・
金
田
町
七
露
協
は
・
一
一
一
月
一
日
一
〈
河
合
併
し
、
あ
ら

た
に
「
車
塚
市
中
央
農
塾
協
同
組
合
」
宇
設
立
、
同
日
農
業
ム
議
に
設
立
す
脳
会
ぞ
ひ
hu
い
て
発
足
し
ま
し

た
ο
時
制
農
協
は
、
組
合
員
約
一
…
一
千
人
、
開
閉
畠
盟
国
二
十
人
を
擁
し
貯
金
・
貸
付
金
・
資
産
・
目
白
資
金
的
総

額
一
一
一
十
四
僚
問
、
共
関
係
有
高
一
一
十
二
億
円
安
数
え
る
市
内
媛
大
の
農
協
と
な
り
ま
し
た
o
当
面
、
松
岡
崎

町
二
小
川
十
引
神
奈
川
県
複
興
事
業
所
高
と
に
管
理
寄
・
総
抽
部
・
金
融
部
・
開
閉
務
部
・
営
農
部
か
ら
な
る

泳
所
を
お
き
、
従
来
的
名
単
位
農
協
ご
と
に
七
玄
所
を
設
け
て
選
営
に
は
い
り
ま
し
た
。

「
神
奈
川
県
公
報
」
に
掲
載
発
発

い
ま
す
。
講
税
制
は
一
か
月
一
一
一
由
一

年
二
干
四
百
円
(
前
納
)
、
希
望
一
一

、
間
同
庁
総
務
部
文
書
融
制
・
篭
語
横
一

(
町
山
〕
閉
山
九
二
一
へ
。

s
a
-
-
‘‘

i
i

‘

，

忌

』

一

F
A
c
O
M一ニ一1
一=三一エ一
δ
O
i
一
(OU摺毅…)を芝一欝潟

暦
露
尽
一
寸
4

ユ丞言一
t苦言一
r誌一艮円除同

γ

従尉従禁↑努↑男現組

r九令ι

一ら草悼情静巾γ}
的な町軒計叶町削醐算併業務苧詞出始削しまし

仙
納
桝
入
透
知
蛍
書
回
カ
タ
カ
ナ
室
書
悶
に
一
烹
た
。

ζE町針悶
語
窓
織
壁
は
中
雲
担
星
処
量
理
襲
装
醤鐙

一
(
本
体
)
・
入
出
力
制
御
装
霞
・

7
ア一一

市
は
、
ニ
月
一
一
寸
自
叉
盟
日
課
計
算
室
一
に
超
小
事
電
子
計
算
組
織
(
欝
士
濁
の
一
コ
ム
ラ
イ
ヲ
1
・
高
速
度
紙
テ
ー
プ
統
一
一

み
取
り
姿
態
・
国
せ
ん
孔
装
畿
な
ど
六
一
一

時
類
的
機
械
か
ら
成
り
‘
静
位
二
千
万
一
一

円
。
小
型
な
が
ら
分
類
・
作
茨
・
フ
ア
一
一

イ
ん
が
樽
震
で
、
世
田
万
八
汀
の
一
一
世
的
演
一
一

時
速
度
、
毎
秒
十
五
字
以
上
山
高
速
タ
一
…

J

ブ
ラ
イ
タ
ー
、
一
度
に
約
十
一
一
芳
宇
一
一

高
官
記
憶
す
る
性
穏
な
ど
を
も
色
、

ζ
れ一

に
よ
っ
て
、
市
役
所
が
従
来
計
算
栄
治
一

に
要
し
て
い
た
将
凶
労
力
の
一
一
一
分
的
一
一
一

副
何
度
幸
短
縮
で
き
る
見
込
み
で
す
。
一

電
子
計
鍔
磁
の
潜
入
は
、
盟
問
・
横
浜
一

・
川
崎
・
藤
沢

-
A
回
日
間
に
つ
い
で
五
一

帯
自
で
、

E
本
欄
唱
字
計
算
機
K
Kか
ら
一

本
休
日
月
額
ニ
サ
一
ニ
方
向
、
そ
の
曲
川
町
月
積
一

一
一
十
九
万
円
で
借
り
上
げ
る
か
た
も
壱
一

と
り
ま
す
。

ζ
的
計
鍔
織
の
判
明
入
に
よ
一

っ
て
節
減
さ
れ
る
明
力
は
、
正
確
を
問
問
一

す
た
め
の
説
資
・
判
断
や
、
市
民
サ
i
一

ピ
ス
に
ふ
り
む
け
る
万
批
判
ο
す
で
に
市
一

県
民
税
@
消
um手
数
判
川
町
処
爆
を
開
始
一

し
ま
し
た
。

ζ
れ
は
よ
っ
て
都
入
対
知
一

重
の
あ
て
名
は
今
後
カ
タ
カ
ナ
書
に
な
一

り
ま
す
G

一

綿

一

訪

日

…

一

一

一

能

一

醐

整

理

の

関

係

で

米
へ

聾
出
八
十
九
万
四
千
円
(
一
七
六
)

続
時
五
十
五
万
一
一
↑
千
円
(
一
一
一
一
七
)

神
間
百
六
十
万
六
千
円
(
二
九
九
)

大
野
百
六
十
八
万
七
千
円
(
一
一
一
九
八
]

瀦
陵
稲
会
済
金

平
塚
一
万
六
千
円
公
一
六
)
、
旭
九

万
四
千
円
(
九
一
一
一
〉
、
土
沢
五
十
五

万
一
一
千
円
。
一
六
回
)
、
金
吾
七
万

一
千
円
(
五
六
)
、
岡
崎
六
万
四
千

円
(
四
六
〉
、
金
回
二
千
円
(
八
)

豊
沼
一
…
一
方
向
(
一
一
五
)
、
城
島
二
万

九
千
円
(
ニ
む
、
神
部
一
ニ
千
円
台
一
)

大
野
五
万
五
千
円
(
一
一
一
回
〉

開 桶

BBSは

不幸な少年たちのよい

冗・姉となり、友だち

となって、少年の立ち

直りを効ける運重主です

あなたもご参加くださ

いませんか。

平埠地区

盟諸盟盟諸醸溜援窓輯盟露盤窓盟盤認諸麗橿露醤1
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第 173号

の1カ ~ 
市教:湾委員会学窓護主腎諜は、反域外う医学が穏当あるとのみかたから、その

実態を調査していましたが、 ζσコほどその結果をまとめ、学年切り替え期を

利用して解決するとr態度をかためました。

〈第3積郵便物認可〉昔、4つ昭和41年 3月15B 

一

一

万

一

日

、

ソ

一

訟

は

な

い

も

の

で

あ

ろ

う

か

c

事
業
で
あ
る
ο
ζ
め
綜
合
整
備
事
業
市
町
村
が
一
一
一
分
の
一
づ
っ
負
担
し
て

速
の
自
動
ス
テ
i

早
く
も
一
ヶ
月
事
故
現
場
に
は
花
需
が
捧
げ
ら
れ
は
昭
和
五
一
一
一
年
を
白
擦
と
し
て
、
総
約
三
一
一
一
六
億
円
を
必
要
と
す
る
ο
」

シ
ョ
ン
「
金
足
3

百
現
寝
で
、
ま
て
、
往
来
の
人
間
を
ひ
き
、
シ
ュ
ン
額
四
一
一
四
億
円
が
必
蜜
で
あ
る
。
」
「
拍
相
模
持
に
新
し
い
港
を
つ
く
る
調

号
」
が
、
金
足
の
だ
十
六
い
遺
体
が
収
容
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
せ
ら
れ
る
o

「
下
水
道
や
終
末
処
蕗
壌
は
市
町
村
資
を
す
す
め
て
い
く
c
ζ
れ
は
す
で

裏
面
に
到
迭
し
た
と
は
、
ま
と
と
に
路
い
ニ
ュ
ー
ス
で
×
が
個
々
別
々
に
や
っ
て
い
て
は
、
な
に
京
波
各
内
か
混
雑
し
、
内
貿
の
需

o
地
球
以
外
の
太
あ
る
c
語
い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
、
「
紹
模
川
の
現
在
日
市
規
開
聞
な
渥
か
な
か
は
か
ど
ら
な
い
c
大
き
な
開
円
安
に
は
応
じ
き
れ
な
い
た
的
一
、
県
内

務
系
的
惑
星
に
、
二
月
十
八
日
、
大
野
小
学
校
万
年
佐
初
ぞ
整
理
し
で
、
判
明
提
訴
を
会
川
川
に
川
の
間
停
に
あ
る
都
討
が
共
一
周
し
て
や
関
官
、
地
方
各
照
的
内
両
国
専
用
港
を

人
類
の
手
剤
μ

履
く

}

l

i

N

U

賓
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
ο
」

日
月
間
信
mt

相
撲
持
日
K
貿
易
携
を
要
議
ド
日
経
限
時

日

時

計

川

町

一

行

計

…

千

二

議

議

議

機

警

護

毅

一

欝

麟

口

問

守

口

詰

諸

官

事

で

一
(
一
一
議
議
参
議
警
戸
鶴
議
離
欝

ゃ
な
朗
報
で
あ
る
o

し

か

し

不

幸

な

い

d

〉

終

崎

議

川

総

務

鰭

側

、

¥

欝

騒

騒

欝

繍

河

誌

記

、

富

港

湾

は

相

模

河

口

乙

と

握

手

空

き

ん

で

お

て

J

選

議

¥

:

議

議

離

川

寺

中

心

に

蓄

し

、

更

に

名

義

れ
な
い

2ず
る

の

は

、

私

}

¥

晴

子

(
:
z
r議

離

麟

糊

連

し

て

、

要

望

号

れ

人
で
は
な
か
ろ
う
。
「
広
報

2
っ

一

一

戸

川

仁

川

二

三

謬

ふ

急

〆

鱗

騒

騒

苅

る

よ

20希
望
す
る
皇
警

か

」

一

六

ニ

号

に

も

書

い

て

軍

事

:

二

三

人

Y

参
議

4
J
三
J
欝

鶴

麟

麟

ま

も

空

襲

し

て

、

強

く

蓄

し

た

と

る
が
自
然
料
学
の
襲
撃
に
く
ら

ζ

一三
J
議

鈴

欝

議

麟

L
U欝
麟

纏

ま

と

ろ

で

あ

る

ο

れ

い

れ

持

出

品

目

返

れ

と

議

鱗

繁

繁

鱗

州

勢

蜘

麟

麟

韓

関

上

は

訪

れ

刊

誌

終

日

明

界
的
不
安
、
慾
劇
が
あ
る
の
で
は
な
二
名
が
F
校
の
際
、
厚
木
み
ち
の
炎
築
く
ζ
と
に
よ
り
、
約
五
一
一
一
O
万
平
一
貫
し
た
流
域
下
水
道
ぞ
何
れ
は
、
私
は
ζ
の
未
来
像
を
単
な
る
夢
物
弱

か
ろ
う
か
ο
入
倒
的
知
恵
を
み
が
い
差
』
引
を
、
青
信
号
で
横
断
中
、
無
免
方
米
の
土
地
を
新
た
に
堤
防
的
外
側
閉
山
鰐
的
で
も
あ
り
、
密
演
的
で
も
あ
に
格
ら
せ
ぬ
努
力
を
市
民
と
共
に
傾

て
、
人
類
、
社
会
的
串
福
に
寄
与
す
許
で
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
の
大
田
一
ト
ラ
に
利
用
で
き
る
。
さ
ら
一
に
河
川
事
業
る
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
紹
模
川
流
け
て
そ
の
促
進
を
は
か
り
、
沼
和
五

る
に
は
ど
号
し
た
ら
よ
い
か
、
お
亙
ツ
ク
に
は
ね
ら
れ
、
ニ
人
と
も
顕
の
と
並
行
し
て
)
堤
ょ
に
は
県
需
壱
需
域
的
計
画
が
進
め
ら
一
れ
て
い
る
。
相
寸
一
一
一
年
の
困
撲
を
短
縮
し
て
、
わ
が

に
熱
感
す
ゴ
吉
野
代
で
あ
る
。
骨
壱
折
っ
て
即
死
T
る
と
い
弓
い
た
北
に
走
る
高
速
道
路
を
押
目
、
河
原
模
川
町
統
域
下
水
道
一
的
完
成
は
、
昭
平
塚
を
し
て
飛
額
的
発
震
の
都
市
と

散
開
航
容
凶
宜
上
最
大
hr
惨
事
を
ひ
ま
し
い
事
故
が
起
っ
た
J
U

無
免
許
盟
理
は
緑
地
と
し
て
利
用
し
、
堤
防
に
は
和
五
一
一
一
年
度
を
跨
療
と
し
、
下
水
道
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

き
お
と
し
た
会
討
議
が
、
東
京
湾
軍
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
に
よ
る
霊
専
用
排
水
害
設
け
て
、
相
撲
川
の
お
よ
び
終
草
震
を
律
委
す
る
た
(
昭
和
四
一
-
一
二
三
)

市
民
が
、
あ
と
を
断
た
な
い
。
何
と
か
万
汚
濁
を
防
止
す
る
と
い
う
商
期
的
な
め
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
留
、
開
問
、
市
長
加
藤
一
太
部

(3) 

7% 
も

話弓童話室主J奇襲~吾

溜
は
じ
め
て
受
静
す
あ
ξ
き
は

か
な
ム
ず
保
険
証
を
深
院
の
窓

口
ヘ
出
し
て
-
く
だ
さ
い
。
提
出

の
な
い
と
き
は
向
由
診
療
と
な

D
ま
す
。
源
保
倹
註
が
変
わ
っ

た
と
脅
は
、
だ
だ
ち
に
窓
口
へ

お
だ
し
く
吃
ざ
い
。
瀦
最
近
、

病
院
や
診
療
所
は
手
不
足
で
す

の
で
、
で
き
る
限
D
訟
療
時
間

内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
盤

作
か
ぜ
H

と
。
は
し
か
8

が
流

行
し
て
い
ま
ナ
。
ご
設
意
を

門
平
揮
市
宮
協
会
〕

四
十
二
年
の
お
題

「
魚
」
に
決
ま
る

山
河
内
庁
は
、
窃
十
一
一
年
歌
会
山
閉
め

の
お
題
は
「
熊
で
と
定
め
ら
れ
た
と

発
表
。
タ
イ
@
プ
リ
・
サ
パ
な
ど
何

々
の
品
川
名
号
使
っ
て
も
よ
く
ひ
と
り

一首
G

詠
巡
は
九
月
一
門
口
か
色
中
角

十
日
ま
で
宮
内
庁
あ
て
。
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'
を
ひ
か
え
て
と
も
に
気
の
ゆ
る
み
が
金
使
い
が
熊
く
な
っ
た
D

怒
犯
す
過
程
〈
非
行
〉
に
は
い
っ
て
行
四
年
牛
訂
以
上
と
に
わ
け
で
対
策
争
時
師
一
一
一

弘

轟

撃

ら

ち

な

時

宅

、

例

年

語

雪

合

D
っ
ぽ
く
な
っ
た

D

霊
童
く
の
か
争
時
間
察
し
ま
す
と
、
第
疋
じ
て
は
ど
う
か
患
う
わ
け
で
、
小
一
一
一

輪
曙
暗
唱
た
時
め
て
青
少
年
犯
罪
問
多
発
し
、
青
少
装
や
撃
を
し
た
り
1
1
見
知
ら
ぬ
家
裁
に
お
け
長
雪
無
関
心
、
社
学
校
四
年
生
以
上
法
、
殺
害
も
合
一
一
一

韓
関
韓
騨
ふ
ア
年
実
行
に
雪
や
す
い
の
を
あ
友
だ
ち
~
と
の
交
際
を
し
て
い
た
b
i
会
環
境
の
襲
、
道
徳
i
霊
精
神
め
た
指
惑
を
行
委
さ
間
君
、
非
一
一
一

輔
鞠
縄
問
1

1

い

喝

こ

ろ

で

す

o
神
奈
川
県
警
で
も
、
震
し
て
い
あ
き
が
あ
っ
た
D

(
し
つ
け
)
の
欠
如
な
ど
多
種
議
室
令
に
あ
る
こ
れ
君
主
語
一
一

鍾

襲

韓

い

あ

さ

月

号

「

青

少

年

の

一

E止
し
長
す
o
v
ピ
れ
が
一
見
し
て
、
犯
罪
露
悪
混
同
さ
れ
て
い
ま
ナ
o
境
著
書
接
防
止
す
る
翼
活
動
と
一
一

品
綴
懇
鶴
犠
唱
は
み
ん
な
の
手
で
」
1

「
弄
行
妨
止
を
に
結
び
つ
く
と
は
思
え
な
い
こ
と
で
在
、
社
会
環
境
の
津
川
一
か
強
〈
叫
ば
桐
相
談
室
町
田
山
間
守
中
心
と
し
て
、
地
域
一
一

重
点
一
回
擦
に
し
て
い
ま
す
。
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
わ
ま
せ
ん
。
れ
て
お
D
、
そ
の
た
め
の
働
き
か
け
家
亭
保
護
者
の
保
護
、
曲
即
時
宮
市
教
一
一

」
と
し
は
宗
主
そ
市
内
居
住
青
少
年
犯
号
、
日
ご
ろ
何
の
問
モ
の
う
ち
喜
一
の
よ
う
に
犯
弾
事
ゃ
、
車
の
み
な
さ
ん
の
も
b
あ
が
宇
行
な
い
、
小
学
校
一
一
一
年
以
下
喜
一
一

少
年
に
よ
る
宛
懇
犯
罪
が
あ
い
次
還
も
な
い
少
年
が
、
義
的
に
犯
罪
率
警
は
お
よ
そ
関
係
の
な
い
よ
主
雪
量
で
す
し
、
事
主
に
対
LJ夜
、
警
の
一
号
、
重
一
一

で
発
生
し
、
青
少
年
育
成
の
r
J
え
を
犯
す
例
は
よ
ほ
ど
精
神
盟
器
用
で
な
う
な
い
」
と
を
見
ま
し
て
を
犯
問
中
叶
少
お
い
て
を
活
動
の
一
分
野
で
、
読
点
学
校
連
け
い
の
も
と
に
、
郡
一
控
訴
る
一
一

ま
い
」
と
に
多
離
を
感
わ
せ
る
革
始
い
か
ぎ
D
考
え
ら
れ
な
い
い
」
と
で
、
年
寄
士
宮
ナ
ミ
喫
怨
し
て
い
る
か
事
項
と
し
て
取
忽
め
げ
て
い
ま
す
が
安
閑
と
欝
惑
の
け
ど
め
を
徹
底

k
一一

し

た

。

子

室

町

つ

親

は

、

こ

の

よ

ど

ん

な

悪

環

境

に

も

動

じ

な

い

基

硲

一

一

な

犯

罪

を

将

来

湾

ぴ

発

生

さ

デ

ょ

出

見

い

畳

間

フ

罷

拘

鵠

時

耳

3
5ォ

ヨ

教

育

に

よ

っ

て

非

行

犯

し

な

い

ま

一

一

よ

そ

青

少

年

季

る

き

に

一

一

議

麟

吃

舞

諜

4
B間金
睦

言

て

あ

げ

る

べ

き

で

は

な

い

か

一

一

露
心
遣
っ
て
い
た
だ
者

t
R
f，

i

1

J

:

a

j

i

n

n

-

i

;

と
思
う
の
で
す
o

そ

5
2
Eに
一
一

元

一

般

市

民

も

現

在

「

こ

ど

も

が

よ

っ

て

、

少

な

く

と

も

現

在

の

小

学

一

一

な
ど
と
か
、
「
ま
だ
小
さ
い
か

i
悪
覇
墳
に
動
じ
立
い
基
礎
教
曹
を
i
護
学
年
の
こ
ど
為
た
ち
が
、
喜
一
一

己

と

い

っ

て

、

こ

れ

を

対

岸

視

す

年

令

に

達

す

る

一

一

一

却

な

り

四

年

後

に

嵐

広

」

と

な

く

二

》

し

も

が

、

奈

ぺ

布

室

口

樹

は

、

非

行

青

少

年

の

日

間

な

い

平

塚

市

一

一

一
行
母
令
に
遣
す
る
F
ぎ

ま

で

に

非

も

夢

で

は

な

い

と

考

え

ま

す

o
ど
れ
一
一

一
室
長
ず
る
社
豪
華
、
非
行
犯
罪
を
犯
す
ま
え
に
、
か
な
ら
ず
と
退
去
に
撃
の
蓄
の
あ
あ
雲
八
一
喪
主
義

7

ほ
ど
の
お
と
な
喜
怒
号
畿
で
一
一

一
少
年
の
警
告
な
く
し
て
お
く
た
き
て
よ
い
ほ
ど
、
…

3
2
T警

占

め

て

い

ま

す

。

奇

襲

震

震

j

の

こ

と

ど

も

た

も

一

言

;

行

一

一

泊
」
協
力
を
ね
が
い
た
い
と
鼠
い
著
書
留
る
こ
主
主
ょ
ん
な
け
こ
そ
の
も
の
の
筈
喜
る
こ
と
な
が
鱗
離
欝
鱗
欝
蹴
の
姿
霊
て
い
る
寄
る
か
o

犯
罪
印

す

れ

ば

な

b
ま
せ
ん
o

こ
の
時
期
に
、
ら
、
雲
聞
が
不
良
グ
ル
ー
プ
か
ら
問
機
織
嬢
線
機
議
鐘
概
略
;
を
犯
す
に
し
た
か
を
い
が
、
き
よ
い
コ
一
一

一
一
一
月
、
四
月
と
い
え
ば
、
震
の
保
護
者
な
そ
富
の
お
と
な
が
気
を
つ
け
ら
れ
、
普
少
年
を
こ
れ
か
ら
議
謬
畿
鱗
警
衛
当
犯
罪
に
一
渉
一
歩
近
づ
き
つ
つ
…
一

手
入
学
期
で
あ
り
、
こ
ど
も
た
を
つ
け
て
鼠
る
い
」
と
が
必
要
で
す
っ
の
グ
ル
ー
プ
に
殴
合
さ
せ
る
媒
介
の
議
選
襲
撃
湾
あ
る
多
勢
の
青
少
年
の
あ
る
こ
と
を
一
一

ち
に
と
っ
て
日
長
か
っ
た
学
校
生
活
か
そ
の
遊
撃
一
あ
げ
て
み
ま
す
と
今
季
な
L
さ

る

こ

と

は

事

実

で

、

考

え

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

一

ら
社
会
人
と
し
て
就
職
す
答
者
、
ま
学
校
臨
む
怠
学
し
て
い
る
よ
5
な
不
審
こ
の
過
程
に
あ
る
青
少
笠
γ

一

防

止

し

環

夜

の

環

境

の

申

で

、

い

か

に

ず

れ

×

一

一

だ
替
る
し
い
試
験
勉
強
か
ら
進
学
の
点
が
あ
あ
|
|
帰
宅
時
間
が
お
そ
い
な
い
か
ぎ
D
、
犯
強
少
年
を
い
く
ら
ば
青
少
年
非
行
窓
笠
で
き
る
か
と
門
護
者
は
ま
議
題
、
警
防
犯
少
年
一
一

決
ま
っ
た
者
、
と
も
に
一
段
落
と
い

l
l何
か
そ
わ
そ
わ
し
て
部
一
慶
長
襲
重
し
で
も
、
青
少
年
に
よ
る
い
う
関
揺
に
つ
い
て
は
、
在
、
背
係
@
警
部
長
岳
民
会
審
少
年
一
一

ヨ
一
種
の
間
関
政
感
を
い
だ
く
と
き
で
じ
こ
も
っ
た
D

急
に
お
し
ゃ
れ
犯
擦
を
な
く
す
と
と
は
慰
め
ま
せ
ん
少
恕
を
ふ
た
つ
の
一
留
に
分
け
て
考
え
擦
に
波
融
輔
さ
れ
隠
線
臨
時
少
年
穏
緩
帯
一

ず
o
保
護
者
の
方
も
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
た
D
、
は
で
に
な
っ
た
D
l

脅
少
年
が
な
ぜ
こ
の
よ

5
に
犯
罪
を
て
い
ま
す
。
小
学
校
一
一
一
皆
合
J

印
刷
下
と
の
主
径
一
一

〈告〉

サ
h
u

四
月
一
日
か
ら
溜
民
健
康
保
検
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み九なのp.J.こむ、iζ{立3宇治ぜ晶った。饗のおとず

れを感ずる貴君事覇平にのぼって曹t2少年銀縁部

隊 出頭公E置に1;):，もうシーズンがはじまろ

うとしている。

金問地t<:' 7，46 ( 745人)

※数宇は面積を示しいずれも平刀

キ口t1、カッコ内の人数は人口密

度を恭します。

露軍字別または統的名別人口()内栓移

t事塚 449人( 97) 
E長ケ丘 160人( 41) 

中 塁 2，785人( 734) 

こ
と
し
各
地

の
成
人
式

)

〉

)

)

)

)

)

)

)

3
9
U
8
8
7
4
2
1
り
L
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T
A

地
区
の
ほ
か
、
農
協
や
神
社
、
町
内

会
館
ぞ
使
っ
た
所
が
あ
っ
た
。

一
開
催
内
容
面
満
年
A

牲
を
対
象
と
し
た

も
の
七
地
区
、
学
部
令
を
対
象
と
し

た
も
の
十
二
地
氏
で
、
行
事
内
容
で

は
式
と
座
談
会
、
民
窓
会
、
懇
談
会

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
亭
あ
わ
せ

行
な
っ
た
所
が
九
端
氏
、
式
と
盛
談

会
七
地
区
、
神
社
で
報
告
祭
を
行
な

い
祝
賀
会
二
地
区
、
式
と
ス
ポ
ー
ツ

と
市
民
体
爆
を
行
な
っ
た
所
一
一
地
区

一
出
席
数
・
市
内
包
新
成
入
者
二
千
四

百
四
十
名
m
Vう
ち
、
十
九
地
区
で
そ

の
八
九
%
の
ニ
千
再
開
七
十
六
名
が
成

人
の
つ
ど
い
の
招
待
状
を
受
け
取
b

そ
m
V
Bち
額
一
%
の
八
百
九
十
五
名

が
参
加
し
た
。
こ
の
出
席
者
数
は
、

新
成
人
者
数
の
一
一
一
七
%
に
あ
た
あ
。

40卒中に所得のあった入l土、
告書を22臼までお出しくだFきい。鍛液まで

に出さないと、扶養控除や社会保険料が認

められなくなります。給与支払報告書寄をお
した人は徐きます。

松鼠在吉

綿ケ浜

桃浜町

竜域ケ ti
E寵部丘

、蔓草

花水台

虹ケ浜

捕者子録

の審議(1，1
総務部庶務課は、昨年10丹!日に

行なった冨勢調資をもとに、現行の

町目立人口を算定、発表しましfこo市

街地は大字または新町名とごとに、大

野と神白地底は大字と?とに、

5年ぶりのものです。 ζ0コほか、 m
勢務室によって実態がはあくできた

市内人口を、

ら集計分析中で、との方は、 5月号

σコ紙上に発表する予定です。学また

は町慰j確定人口次のとおり ¥41時 i
丹5日現在)

豊富平理市総数

人口総数・ 138，025人 (男70，448

入、女百5，577入)

世帯総誼・ 32，867世 情

市域面積 .67.88'1"J1キロjV{

人口密度・ 1平方キ口2，004入
E盟区域到の人口(カツコ内は世帯)

市街地・ 76，167人 09，256)
大聖子賞曲灰. 27，934人 ( 6，6751 
蜜留地反・ 2，441人( 529) 
神 田地 反@ ι567入(1.478) 
城告地反1，948入( 375) 
岡崎地tx:. 1，679人( 323) 
金田地反・ 2，736入( 634) 
n昌地反・ 7，201人(1，652) 
モ沢地反・ 3，797人( 680) 
金困地IX:' 5，555人(1，265) 

鐙区域別の面積と入口密度

市街地・ 11，56 (6，58日入)

大野主跨ζ・ 10，21 (2，736人〕
議留地反. 3，19 ( 765人)

神田地IX:・ 6，70 ( 980入)

原 島 地 灰 . 4，0] ( 486人J
i碍硲地氏⑨ 3，48 ( 482人j

金白地反・ 3，00 ( 912人)

焔地tx:. 6，47 (1.113人)

ゴヒ沢K地・ 11.80 ( 322人〉

昭和41年 3月訪日
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昭和41年 3fl15日

正量取り苦1.2<

(5) 

…
一
民
生
部
清
掃
一
課
で
も
、
四
寸
一
年
度
一
き
の
ま
ふ
渡
し
ま
す
。
表
紙

m
V
3
5に

一
一
に
使
5
「
し
尿
汲
み
取
D
伝
繋
」
の
配
一
作
業
を
鐙
え
て
お
く
欄
が
あ
D
ま
す
か

e

一
布
を
一
行
な
っ
て
お

D
、
二
万
一
干
日
ご
一
ら
、
作
業
臼
堂
記
録
し
て
お
く
こ

εも

一
ろ
ま
で
に
各
世
格
に
送
h
J
L注
け
る
計
一
ぜ
リ
お
て
め
し
ま
す
。

一

頭

で

す

。

一

従

時

国

剰

の

一

ぽ

あ

い

は

、

収

集

畿

を

よ

主
一
新
伝
票
は
、
四
月
一
日
以
後
使
う
も
一
く
縫
認
し
て
か
ら
、
伝
聞
聞
に
ご
自
分
で

小
一
一
一
の
で
、
様
式
に
一
部
抽
象
品
川
あ

D
ま
す
一
収
集
援
を
記
え
り
コ
ぇ
、
作
業
員
に
お

対
一
が
、
使
い
方
や
記
入
の
し
方
は
、
い
ま
一
践
し
く
だ
さ
い
。

陀
一
ま
で
と
間
同
じ
で
す
o
伝
察
は
、
清
掃
作
一
住
所
の
変
一
翼
屈
け
を
し
て
い
な
い
人

仙
一
撃
終
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
す
ぐ
渡
せ
一
ゃ
、
清
掃
手
数
料
書
約
し
て
お
ら
れ

花
一
る
よ
ヨ
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
一
る
方
の
伝
票
は
、
清
掃
諜
で
新
伝
票
を

け
一
ま
ず
、
新
伝
票
を
受
け
取
っ
た
ら
、
一
あ
ず
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
間
諜
へ
お

わ
い
一
世
話
番
号
と
氏
名
を
記
入
、
あ
ら
か
り
一
い
て
く
だ
さ
い
。
事
情
が
あ
っ
て
、
清

明

探

知

汲

み

一

望

震

ま

え

な

い

カ

党

係

員

に

蜘

似

一

枚

統

一

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

品

開
い

る

i
z
r
Z
E
-
-
E
r
A
f
1
E
i
s
-
-一E
A
2

高

す

一

、

あ

調

一

公

共

下

水

道

一

諸

一

の

説

興

会

自

の

:

鐙

鰐

貧

熊

一

I
薦
入
と
新
潟
百
八
会
場
で

I

一
嬉
設
部

τ水
道
設
は
、
明
記
度
か
ら

つ
け
も
の
一
受
益
者
負
間
金
大
分
の
一
的
賦
課
徴
収

一
も
行
な
う
と
と
に
な
っ
た
ぷ
共
下
水
道

亘
書
説
明
会
を
、
明
年
度
ヱ
反
に

魚
類
一
あ
た
る
時
ス
と
唱
塚
新
宿
の
一
一
部
の
灰

一
域
で
開
催
し
ま
す
、

一門
η

ペ同月〕

V
m半
日
目
白
問
答
公
民
館
、

苦
で
毎
日

四
十
軍
問
答
町
議
モ
ニ
タ
ー
一
一
首
名
に
よ
る
調
査
結
東
が
宮
と
ま
り
日
開
酢
副
議
検
怠
尉
ゲ
回
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
針
欝
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
正
し
い
計
留
め
普
及
・
消
費
者
向
保
護
・
計
輔
喝
行
政
改
善

資
料
の
は
あ
く
な
ど
争
目
的
と
し
て
、
回
聞
が
今
年
度
か
ら
笑
絡
し
た
も
の
で
、
清
塚
市
に
は
昨
年

十
月
に
二
十
六
名
町
モ
ニ
タ
ー
む
委
属
さ
れ
ま
し
た
c
針
墳
モ
ニ
タ
ー
は
、
問
問
か
ら
贈
ら
れ
た
ほ

か
り
を
使
っ
て
、
穀
怒
・
魚
肉
類
@
田
町
噛
抽
出
制
・
調
味
鴨
・
し
好
品
9

日
用
品
な
ど
指
定
二
十
閉
山
由

同
国
の
蟹
出
回
を
、
購
入
の
つ
ど
は
か
り
な
お
す
方
涯
で
調
援
し
‘
報
告
し
た
も
の
で
、
報
告
件
数
は

市
内
で
一
千
九
百
七
す
件
、
県
下
で
横
浜
e
川
町
凶
を
の
ぞ
く
す
市
か
ら
一
万
一
一
一
子
一
一
十
」
件
に
の

ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

暴

% 
40 

'" 
20 

作
業
日
を
記
録
し
た
い

'" 
害長

10 

ヰミ

足
率

湖南中E平塚町風景で観光宣伝にi車
したものと、撮影会での写真を募集

します未発表のものに限守、七夕に
関する写真を徐きます。

題撮影会・とき 4月10自(日)10時一15時
間天のときは 4月17日の日曜日/ところ

湘南平‘=平塚駅からパスで20分当日旗持
パス増発ミス害〈らモデル参加

'第 1毒事白黒 4ッ切・第 2
ラーカピネ以上/締め切り 5月10日

で/送り先平塚市平塚新得1&8平塚市
役所内観光協会あてまたは市内カメラ瀦

組合加盟腐あて/審査窓越者主小務六/
発表5月下旬入賞者に通知/r菩〈らフ
ィルムJ • rみのりフィルムf官野」を使
用し喜華麗に応募莱をつけること。



そ
の
コ
ー
ド
の
途
中
が
窓
の
関
同
閉
め
た

び
に
ζ
す
れ
、
芯
線
が
移
出
し
て
墜
に

一

張

つ

で

あ

っ

た

ト

主

語

れ

て

喜

一

し

ろ

う

と

の

配

線

は

電

工

法

違

反

ト

タ

ン

か

柔

道

管

へ

言

に

流

し

台

一

電

気

に

よ

る

火

災

企

思

で

六

千

件

へ

伝

わ

っ

た

も

の

と

わ

か

り

ま

し

た

。

一

震

が

尚

早

か

っ

た

か

争

大

事

に

重

な

一
昨
年
十
月
の
あ
る
自
帯
電
に
茅
ケ
崎
町
連
絡
が
は
い
り
、
係
国
闘
が
急
行
し
ま
か
円
一
た
も
の
の
、
漏
電
…
出
火
@
弱
電
に

一
呂
町
の
あ
る
包
い
さ
な
鉱
食
山
聞
か
ら
ば
し
た

U

調
べ
る
と
、
同
一
聞
の
チ
ア
チ
よ
る
死
傷
な
ど
を
悩
く
お
そ
れ
も
あ
っ

一
「
流
し
台
主
要
じ
ゃ
口
言
ト
タ
ン
事
、
霞
内
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
さ
て
そ
の
定
重
か
ら
き
し
い
注
意

一
ン
に
ふ
れ
る
と
ど
ソ
ピ
ソ
と
く
る
」
と
一
一
i
ルコ
i
Fで
引
い
て
使
っ
て
お
り
を
受
け
ま
し
た
、

一

二

J
1
1
1
i
l
n
u
H
U
H
-

篭
力
会
社
に
無
断
で
、
し
ろ
う
と
が

一
一
二
話
璃
山
川
外
川
川
川
刊
山
川
山
山
川
窓
際
献
ず
る
と
と
は
、
ぞ
れ
自
体
電
気

一
一
一
一
一
一
一
言

i
f叫
|

寸

工

霊

違

反

。

重

工

事

は

工

事

土

の

私
た
ち
一
言
寄
っ
た
京
都
の
修
一
点
の
ま
っ
け
る
こ
と
は
何
と
つ
ら
一
一
一
一
一
一
一
一
一
弘
司
久
子
免
許
を
も
っ
人
で
な
い
と
し
て
は
い
け

一
学
旅
行
、
比
叡
山
の
根
本
童
話
っ
一
く
淋
し
い
き
で
し
ょ
5
0
そ

ん

な

時

一

一

一

一

喜

一

重

野

戸

ル

ム

な

い

乙

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一
喜
紫
、
「
一
理
事
者
詰
の
宝
瓦
い
出
す
の
は
き
の
先
惑
が
関
長
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
、

/

i

L

し
ろ

2
で
も
簡
単
に
で
き
る
か
ら

7
4た

き
の
一

5一
;
じ
警
告
労
し
て

Zっ
一

一

二

一

一

一

;

ぃ

八

一

u

F

や

っ

て

き

そ

語

表

一
者
に
な
り
た
ヤ
最
高
で
す
。
一
て
い
る
と
き
3
き
で
し
ょ
5
0
き

ょ

一

一

二

三

平

』

ω
パ

日

一

・

/

昌

子

君

主

雪

量

に

よ

る

火

一

(

護

者

襲

撃

三

年

)

一

5
2を
い

つ

も

拐

に

思

い

起

こ

白

一

三

三

一

一

一

づ

仁

川

之

さ

書

い

て

い

る

と

い

え

ま

す

o
篭

7
h
U
1
i
i
i
j
一
分
の
道
雲
っ
す
ぐ
に
進
み
ま
す
o

も

一

三

一

一

一

一

一

一

~

二

一

/

気

に

よ

る

火

災

は

全

国

主

要

千

件

↑
笑
芸
に
一
室
宣
言
し
だ
ら
一
脂

1ん

に

君

主

史

な

り

一

…

長

諜

…

日

時

計

時

一

九

日

九

月

号

、

時

九

日

一

人

一

一

一

一

一

寸

仁

空

目

q
A付
注
目
九
日
川
町
内

君
一
多
く
の
一
義
た
ち
の
助
言
、
主
く
耳
一

kgkし
て
あ
げ
れ
ば
事
。
喜
一
の
毒
事
撃
で
す
o
警

受

け

よ

、

4

し

し

一

〆

一

一

十

事

1
1
1
1
1

「
-

J

I

l

l

レ

|

一

一
号
、
ょ
く
考
え
さ
で
は
あ
之
は
そ
の
職
業
ぞ
ま
し
て
事
会

Z凶
月
一
忠
告
十

14J一

)(lili--J/一
/

一

一

報

土

子

ι一
一

許

信

吋

時

五

時

一

本
一
せ
ん
か
o

そ
し
て
言
明
串
く
た
く
さ
一
し
、
女
性
は
女
性

εし
て
の
特
性
星
稜
君
主
た
は
号
望
。
学
生

pi--:

山

箱

根

の

老

人

保

護

河

大

一

一

一

調

一

五

騨

↑

止

を

呼

び

か

け

、

電

気

工

霊

喜

か

一

:
一
ん
吸
収
し
て
、
先
裁
が
一
言
か
か
っ
一
か
す
ミ
そ
こ
に
入
空
し
て
生
き
一
苧
る
も
の
。
詳
細
は
霊
震
へ
第
一
…
z

事
j
…

言

利

用

は

横

浜

の

一

一

占

禁

芦

三

重

要

お

け

る

篭

気

工

事

言

葉

す

一

松
一
て
覚
え
た
仕
事
を
一
…
か
月
で
出
来
る
よ
一
る
怠
時
が
あ
る
の
だ
と
忌
い
ま
す
コ
一
信
で
e
e

一

一

一

一

1
1
1
i
i
i
i
j
i
j
i
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i一
筋

局

一

一

一

一

六

へ

、

専

用

電

誌

が

軍

一

¥

ご

一

る

2
事
く
て
め
て
い
ま
す
ο

一

襲
警
の
九
カ
年
語
、
多
く
の
一
京
社
i

い
一
喜
一
一
月
二
十
二
日
市
民
セ
ン
タ
ー
に
話
回
県
立
つ
わ
ζ

う

ど

一

一

一

作

一

の

夜

半

の

月

燥

な

く

照

義

一

人
々
の
あ
た
ま
い
ま
な
さ
し
に
室
二
…

U
F
P

一

「

つ

ど

い

を

望

書

中

学

校

を

卒

業

し

て

社

会

に

出

品

百

十

一

一

十

会

選

一

言

語

喜

一

a
f
-
-討

す

と

一

去

の

少

年

苦

言

げ

ま

し

ま

し

た

οf富

市

議

会

一

一

青

年

を

海

外

へ

諌

遺

一

文

入

一

是

々

i
i
j一

す
。
舎
の
こ
の
新
し
き
門
君
主
一

iに
あ

っ

一

議

長

@

林

書

室

護

霊

F)ほ
か
、
義
代
表
と
し
て
喜
一
一

f

一

み

つ

つ

芽

ぷ

く

蕊

の

あ

D

一

転

機

に

、

発

言

自

分

の

迫

で

混

塗

一

一

は

い

へ

ん

バ

い

の

一

中

を

卒

業

後

市

民

セ

ン

タ

ー

に

需

要

費

と

し

て

働

く

藤

原

案

一

一

閲

覧

候

補

部

門

口

ま

で

募

集

一

今

喜

一

…

〈

平

塚

こ

か

ら

き

し

い

需

に

紛

え

て

警

一

始

一

一

…

織

り

ど

一

ヂ

さ

ん

つ

八

)

か

長

励

の

と

毒

が

贈

ら

れ

ど

れ

に

と

た

え

一

一

一

④

カ

リ

エ

ス

の

震

も

つ

足

に

踏

み

鮒

一

軒

訪

日

詳

起

一

一

一

時

去

一

言

3
2野
中

松

本

茂

吉

室

長

代

子

さ

す

潟

号

、

第

八

回

青

年

海

議

選

一

塁

候

滞

空

襲

す

ミ

一

一

万

一

え

て

重

量

g
z一

言

語

話

一

一

耕

一

一

二

年

齢

許

庁

て

下

電

誠

一

一

一

一

…

鰐

話

一

部

一

日

持

句

集

育

長

一

時

計

一

一

昨

1

5日
現

時

一

一

瞥

一

切

議

¥
J
j
L昨日

Eu--の

一

⑥

小

川

忠

雄

(

同

刊

誌

一

若

i
a震の
喜

子

討

す

臨

立

撃

?

亀

轟

轟

輔

さ

了

」

と

を

自

営

る

も

の

で

、

皇

太

子

一

i
お

お

む

ね

要

員

!

一

言

霊

長

江

頭

千

鶴

子

(

入

一

秘
め
て
い
る

0
3
2
2
3
4寵

J
J一

六

盤

輯

麟

山

一

ご

成

婚

を

記

号

、

以

来

毎

年

行

な

わ

一

襲

撃

潟

言

語

学

校

監

一

号

、

寝

室

雄

(

平

塚

〉

語

一

塁

へ

の

き

し

さ

か

ら

、

生

ま

れ

る

一

一

…

京

事

異

暴

露

轟

轟

一

九

鞍

轟

轟

轟

輔

輯

輯

修

一

れ

て

い

雪

の

o

一

避

の

結

果

書

留

次

官

お

り

公

表

し

一

口

八

事

(

夕

陽

ケ

丘

)
o

一

長

と

一

思

い

ま

す
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?

舞

鶴

麟

麟

麟

轟

轟

臨

輯

輯

輔

輯

輯

麟

輔

，

J

神

奈

川

県

で

は

中

近

東

地

域

手

ア

一

ま

し

た
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一

爾

軍

事

繁

華

一

私

た

ち

の

幼

い

時

と

違

っ

て

さ

一

覇

覇

襲

轟

轟

轟

翻

轟

轟

轟

轟

灘

轟

輯

観

…

ジ

ア

霊

域

手

オ

セ

ア

ミ

ア

(

豪

州

…

門

公

表

第

六

号

一

一

一

十

九

年

度

量

量

の

関

の

き

し

み

受

験

の

子

霊
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大

変

物
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ま

れ

て
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ま
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た
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ジ
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襲
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史
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に
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会
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梅
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⑤
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る
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度
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が
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れ
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た
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舎
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回
中
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(
間
隔
)
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の
習
い
入
は
蓄
の
人
た
宗
持
一
た
め
に
寅
献
す
る
こ

ε一
だ
と
雪
の
で
一
品
ぇ
、
私
、
吉
小
さ
な
腕
を
大
き
な
一
く
思
い
ま
し
た
o

私

達

は

先

生

の

お

誉

一

青

年

で

、

海

外

に

お

け

る

震

活

動

一

の

塗

撃

小

緑

豊

の

必

襲

撃

雲

喜

一

一

(

平

塚

)

、

⑦

塁

壁

ワ
て
い
な
い
良
喜
持
っ
て
い
る
い
と
子
。
旋
盤
ま
な
っ
た
人
は
、
義
な
寸
希
望
で
ふ
く
主
せ
て
い
ま
す
。
一
緒
一
撃
よ
く
守
主
し
く
撃
の
ご
と
く
一
の
経
験
守
重
後
霊
的
に
い
か
と
ら
れ
た
、
ま
た
は
破
損
し
た
ま
あ
(
花
水
台
て
⑮
氏
名
不
詳
、
軍
之

寄
れ
る
き
に
心
が
け
た
い
と
号
の
一
ら
だ
れ
に
も
ま
け
な
い
熱
醐
盟
主
に
な
っ
一
に
き
遊
ん
だ
ま
D
一
足
早
く
社
釜
石
手
生
活
し
て
い
き
た
い
と
忠
い
ま
一
将
来
所
属
団
体
議
場
で
青
少
年
活
一
も
の
な
ど
不
備
な
ま
一
一
土
一
怒
っ
内
美
津
子
(
平
塚
新
信
)
、
⑩
西
山
も

で

す

。

て

良

い

製

昂

壱

作

D
印
せ
ば
良
い
。
ぉ
一
人
と
な
る
私
逮
は
い
つ
も
考
え
ま
す
。
一
ナ
。
何
も
知
ら
な
い
真
騒
な
社
会
に
一
一
動
の
指
導
的
役
割
壱
一
東
し
得
る
者
。
一
だ

d

と
乎
(
花
水
台
)
。

(6) 第 173号(害事3種郵便物認可〉昭和 41年 3月 15日

さ
い
。
も
え
な
い
と
み
は

四
月
か
ら
、
次
の
ド
慌
を

守
っ
て
処
留
す
る
よ
「
と

協
力
く
だ
さ
い
。
①
あ
き

か
ん
や
瀬
戸
物
な
ど
、
日

常
で
る
も
え
な
い
と
み
は

毎
週
の
定
日
収
集
詰
に

ニ
月
号
で
予
告
し
ま
し
た
よ
う
に
、
民
生
部
品
開
協
同
銀
は
、
四
月
一
日
か
ら
も
え
な
い
ご
ポ
ジ
パ
ケ
ツ
に
λ
れ
て
、
台
罰
の
ご
み
と
い
っ
し
ょ
弓
に
出
し
て
く
だ
さ
い
ο
②
木
の
小

み
の
特
別
収
集
制
を
ス
ト
ッ
プ
‘
と
れ
に
と
も
な
っ
て
、
約
二
百
五
十
か
所
に
設
け
て
い
♂
枝
な
ど
で
長
い
物
は
、
六
十
H
J
く
ら
い
に
切
り
、
彊
経
ニ
十
時
押
度
の
た
ほ
に
し
て
出
し

た
「
も
え
な
い
ご
み
の
集
積
場
所
」
を
廃
止
し
ま
す
G

い
ま
ま
で
の
閉
犠
で
、
も
え
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
o
③
収
鎖
車
に
つ
め
な
い
大
告
な
物
ゃ
、
…
跨
に
大
績
の
ご
み
が
出

ご
み
を
集
積
議
所
あ
と
へ
鐙
い
た
り
す
る
と
と
の
な
い
よ
当
、
お
互
い
に
注
意
し
て
く
だ
た
り
し
た
と
き
は
、
清
掃
課
に
と
連
栴
を
守
別
的
車
で
収
集
し
ま
す
ο

ヒ
キコ

に
も

一寸

一一_..

L_ 

松

ヌド

茂

平塚市は安会事富市を笠雲し毎月 12田を市民安全の悶と

定めました。
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い
か
ヂ
ら
り

第

一

協

の

稜

嫁

共

進

会

長
開
海
底
ら
四
氏
が
領
等

(第3種郵便物認可〉

平
塚
市
畜
産
会
主
催
の
第
一
回
縄
問
跡
一
勲
(
綾
田
)
、
一
杉
治
信
(
大
島
)

共
進
会
が
、
一
一
月
十
六
日
市
営
競
輪
場
一
川
口
新
厳
(
豊
田
)
。

に
行
な
わ
れ
、
ヨ
l
pシ
伊

l
議
未
経
一
綴
ヨ
ー
ク
シ
ヤ

1
纏
経
漂

産
千
八
頭
、
閉
経
産
十
一
顕
、
ラ
ン
ド
一
マ
優
等
・
秋
山
補
治
(
小
鍋
島
)

レ
i
ス
麗
未
経
蔵
γ

八
額
、
同
州
経
産
四
一
間
一
マ
一
臨
時
'
木
川
葵
章
(
憲
民
)
、
由

な
ど
計
四
十
一
一
閣
の
山
山
お
が
あ
っ
て
盛
一
好
春
(
下
島
)
、
加
藤
野
光
(
間
臨

況
で
し
た
。
い
ず
れ
も
山
開
局
者
じ
ナ
ん
一
翻
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
積
一
昨
銭
巌

の
も
の
ば
か
h
u
で
慎
穏
な
偲
体
審
査
、
一
マ
獲
等
・
佐
藤
金
雄
(
下
島
)
。

出
較
審
蒼
が
行
な
わ
れ
、
次
の
人
が
上
一
円
v
一
等
*
俊
室
利
(
袋
持
)
、
し

位
入
質
し
ま
し
た

0
1
1敬
称
略
一
都
議
〈
援
問
本
郷
)

O

醐醐ヨ
i
ク
シ
ヤ

1
穣
釆
巌
康
一
醐
醐
ラ
ン
F
レ
ー
ス
寝
経
褒

円V
優
等
e

長
湾
輔
関
(
豊
国
)
一
寸
一
優
等
司
船
津
時
前
久
(
間
賠
)

マ
一
等
・
土
爽
繁
暗
豚
セ
ン
タ
ー
(
土
一
マ
一
等
・
杉
山
久
作
(
小
鱗
島
)
。

沢
)
、
内
野
誉
議
(
鶴
橋
)
、
長
尾

通
所
治
療
の

(
担
当
@
問
団
所
長
)
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あなたのための相談室です。お

輔 麟 君 雄 な どのお開い合和せ悼、
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(8) 第 173号〈第3種郵便物許可〉治、"? 昭和 41年3月15笥

鉱
山
一
読
J
h
J

一ム
-
u
u
v

f
k出
動
~
一
言
マ

一
ぷ
旧
新
首

く 30か た 表

詰ま宍宅て

二22関
三星雲宮高
三三かか言Tに

吏"=è";~管
。ノfG¥r1i事

て)

係官ミ観を一層かため滋に冒買をま

るめて仏弟子となり応替弾J議と

号した。木像は歯車601<押コはだか

臼 牌 愛 の な額壱した駆像である。

、出氏夫妻の像 i また妻女は下野積那震に生れ
ノ、 p 、 問、 l 縁あって凶虫f5:f3衛門に嫁したが

;;l!;瀬模欝 !夫に劣らぬ篤信者であったため

早塚市土屋わ大需院は鎌歯時!主主人σ:発かを関くと自らすすん

代の武穏で立つ領主であった土 iで援を悶りおとして仏門に入り

屋三郎京選7併殺塔を碍錯したと!宝議"ミ貞と号した。直宮討主50歳
伝える弐ち宗フコ古剰であったが i 官官後後σ士号塁で葵紡〉女性であっ

昭和由3年 7月 H3目的平塚市戦災 l だととがうかがわれる。

の夜すべてを焼きつくしてしま; ふたつの畿の部内には仏説伺

った。大乗院は末寺も多く大寺 i 弥陀経が納めてある。そ白紙諮

であったから務じ焼失をすぬが】によると村由民はlf戸浅草菰紡

れるζ とができたら重量重量な文獄;田了に居住していたととがわか

る。をまた鶴子爵の銘記こよると

い ο 仏門こ入るとi可縛に黄金召椅を

ととろが唯ひとつ軍主主の前に l 者約して諸殺に充てたよしがみ

ささやかな蛍宇が焼わ残っていえている。当持の宙開が現在の

る。草葺の古い遺物で大乗践で iどのfすとなるカ母耳践でないが栢

はζ れを日牌号室と呼んでいる。!当大枚の額となるζ とはたしか

鷺内1E聞に長vミ3寸の阿弥陀;である。 ζ の金をもってニ人の

如来座像が霞かれ、そに左右に'Pl!i漁をつくり併せて日脚蛍を連

村田四郎壬オ帯内夫妻の木像悼すそ ftした宅dコと帯えられる。

れぞれ蔚刊こ納まっている。 村田四宜的摘門夫妻壁のその後

村缶四郎ら補問は伊勢酉松底 jはどうなったカ会くわからない

の人で若くして江戸に出で樹業十がニんの訟体像はありし自の聖書

〈業態は不明〉に従事し大きな;をそのさまふ日静堂こ納まってい

成果をあずだが泥縄11成策年以l'るのはわびしい感がないでもな

らずも大紫孫右8世弘道ア:堂僧G'ぃ。元職 11年は今を去る 269停

者Vコユ界選念仏に参じ平諜からの(のむかしである。

し
今
後
、

口
の
社
会
増
が
予
想
さ
れ
る
が
、

世
田
閥
均
の
中
学
校
間
同
聞
は
、
社
会
幽

見
合
っ
て
解
決
す
る
こ
と
に
世

ぅ
。
(
一
一
再
編
総
務
審
担
談
)

たばこ消費説

を市の財源に 、
捕事費棋は20本入りで8円42時

組搾患のあるまち円前輔に

な 札 平 哩 で は 今 年 度1樺2千
万円 たばこのお興いよげは

どうぞ市内で.

\t~ 

主唱

韓覇購轟轟轟盤騒騒騒離
いまに凝る土露大繋鏡め悶賭彊聖
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